大沼科研国際シンポジウム資料

「グローバリゼーションの中の国際法とアジアの役割」

日時：2010年7月18日（日）

場所：明治大学駿河台キャンパス　リバティー・タワー1075教室（7階）
　　　東京都千代田区神田駿河台1－1

　　　・JR中央線・総武線　御茶ノ水駅　徒歩3分

　　　・東京メトロ丸の内線　御茶ノ水駅　徒歩3分

　　　・東京メトロ千代田線　新御茶ノ水駅　徒歩5分

　　　・東京メトロ半蔵門線　神保町駅　徒歩5分

　　　・都営地下鉄三田線・新宿線　神保町駅　徒歩5分

　　　http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/suruga/access.html
使用言語：英語
　＊事前の参加登録等は必要ありません。

【プログラム】

第一部　基調報告　（13：30～15：30）
　司会：申　惠丰（青山学院大学教授）
　13：30～　フォルカー・シュタンツェル
（駐日ドイツ大使）

　　　“East Asian International Relations in the Age of Globalization” （仮題）
　14：10～　贾兵兵〔ジャ・ビンビン〕
（清華大学教授）

　　　“Some Reflections on the Role of General Principles of Law: Is it Conductive to a Universal/Global Law?”
　14：50～　バラクリシュナン・ラジャゴパール　（MIT准教授）

　　　“States and Social Movements in International Law and Order: An Asian Perspective”
第二部　パネル討論　（16：00～18：00）
　16：00～　パネル討論

　17：30～　フロア討論
　パネル参加者：シュタンツェル大使、贾教授、ラジャゴパール教授

　ディスカッサント：阿部浩己（神奈川大学教授）
　モデレーター： 大沼保昭（明治大学教授）
【報告者紹介】
フォルカー・シュタンツェル　駐日ドイツ大使　

  実務外交官でありながら、東アジア（特に中国と日本）の近現代史に関して該博な知識を有し、日本近代史、東アジア国際関係、ヨーロッパ外交等について、著書や学術的な論文を多数公表している。京都大学で修士号、ケルン大学で博士号を取得。近年の業績に、“Reflections on Asia in the 21 century” (Asian, vol. 100. 2006)、“Gestaltungspartner Japan?” (Insight Asia Pacific, 01, 2010)などがある。2004年から2007年にかけて、中国（北京）でも大使の任を果たした。
Volker STANZEL, German Ambassador to China (2004-07) and Japan (2009-)

http://www.tokyo.diplo.de/Vertretung/tokyo/de/00Start/BotschafterStanzel__CVeng__Seite.html
贾兵兵〔ジャ・ビンビン〕　清華大学教授
　オクスフォード大学で博士号を取得。国際人道法と国際刑事裁判所について幅広い研究に従事し、多数の著書論文を公にしている。ICTY及びICTRでの実務経験を有する。また、国際経済法（WTO)と中国の関わりについても造詣が深い。近年の業績に、“The Right of Appeal in the Proceedings before the ICTY and ICTR”, (in G. Venturini and S. Bariatti (eds.), Individual Rights and International Justice, 2009)、“Multiculturalism and the Development of International Criminal Law” (in S.H. Yee and J-Y. Morin (eds.), Multiculturalism and International Law: Essays in Honour of Edward McWhinney, 2009)などがある。
JIA Bingbing, Tsinghua Professor of Law, University in Beijing, China

http://www.tsinghua.edu.cn/docsn/fxy/english/faculty/jbb_en2.htm
バラクリシュナン・ラジャゴパール　MIT准教授

　ハーヴァード大学で博士号を取得。第三世界における開発計画の問題性とそれに対する社会的抵抗の歴史について、国際法学の観点から独創的な研究を進める。UNHCR、UNDPをはじめとする国連専門機関等での豊富な実務経験を有し、最近は人権法、人道法の批判的再解釈にも精力的に取り組んでいる。主著International Law from Below: Development, Social Movements and Third World Resistance (2003)、International Law and the Third World: Reshaping Justice (2008)をはじめ、多数の論文を公にしている。
Balakrishnan RAJAGOPAL, Ford International Associate Professor, MIT in Boston
http://dusp.mit.edu/p.lasso?t=5:1:0&detail=braj
http://web.mit.edu/dusp/idg/people/faculty/brajagopal.html
